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Z 8530-221：2025 (ISO 9241-221：2023) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本人間工学会（JES）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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 Z 8530-221：2025 
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人間工学－人とシステムとのインタラクション－ 

第 221 部：人間中心設計プロセスアセスメントモデル 

Ergonomics of human-system interaction- 

Part 221: Human-centred design process assessment model 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 1 版として発行された ISO 9241-221 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，人間中心設計（HCD）プロセス能力及び HCD の実施における組織の成熟度に焦点を当て

ている。 

この規格の主な利用者は，HCD プロセスを，ISO 9241-220 に記載されているプロセス参照モデル（PRM）

に従ってアセスメントする責任を負う，社内外のアセッサ又は十分に訓練された UX 専門家（HCD プロセ

スマネージャ又は HCD 品質マネージャなど）である。ISO 9241-220 の主たる利用者である，組織に HCD

を制度化する責任のある専門家も，この規格は彼らの仕事をアセスメントしようとしているため，この規

格の大切な利用者である。 

この規格は，ISO 9241-220 のプロセス，及び JIS X 33020 のプロセス能力アセスメントのためのプロセ

ス測定フレームワークに基づくプロセスアセスメントモデル（PAM）を取り入れている。 

1 適用範囲 

この規格では，JIS X 33020 に基づき，また JIS X 33004 の要求事項に従って，ISO 9241-220 に適合した

人間中心設計（HCD）のプロセス参照モデル（PRM），及びこれらのプロセスをアセスメントするためのプ

ロセスアセスメントモデル（PAM）について規定する。 

この HCD プロセスアセスメントモデルは，ISO 9241-220 で定義する HCD プロセス参照モデルの意図を

踏まえて考慮すべき一連の指標を含む。これらの指標は，アセスメント後にプロセス改善プログラムを実

施する際にも適用可能である。 

注記 1 この規格は HCD プロセスをアセスメントすることに焦点を当てる。例えば，システムライフ

サイクルに関する JIS X 0170 及びソフトウェアライフサイクルに関する JIS X 0160 とは異な

る。 

注記 2 ISO 9241-220 の適用範囲を超えるプロセスが要求される場合は，JIS X 0160，JIS X 0170 又は

ISO/TS 18152 などの他のプロセス参照モデルから適切なプロセスを，組織の事業ニーズに基づ

いて追加することが可能である。 


